








先天性ネフロ.一ゼ症候群(congenital nephrotic syndrome-CNF と略す)は、フィンランド

に多発する生後間もなくより発症するネフローゼ症候群(NS)である。本邦でも近年まとめ

られた報告では 32 例であるが、ときに日児各地方会などで報告され、実際上は 100 例以上

と推定される。CNF の予後は不良で、殆どの例は生後半年から 1 年以内に感染症で死の転

帰をとる。 

我々は最近本症の 1例に、両側腎摘出をおこない、CAPD を試みている症例を経験している

のでその概要を報告する(なお CNF 児を、かかる方法にて管理しているのは、現在東京女子

医大と都立清瀬病院の各 1例づつの様である。 


